
他動詞的 fVNする」の意味分布

-韓国語との対照を中心に一

きむやんそん

金良宣

1.はじめに

1.1研究目的

日本語の iVNする」だけを対象とする先行研究としては影山(1993)、平尾(1995)、4沖判199乃、
松岡(2似)、金英淑(2∞4)等が、日轍ナ照研究としては生越(1982，2∞1)、鷲尾(1998，21∞1)、 安斡高
・張根書(2∞1)等が挙げられる。安平錆・張根書(21∞1)では「一宇漢者百十するJについての綿密な
分析を試みており、生越(1982:54-55)では次のように日本語と韓国語の受動態と能動態の相違及び

iha恒J i坤恒」の対応関係を提示している。 1
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<日持吾と朝魚右前コ対応の砂

1.日本語スノL形一一車服者苛la匂形

欠席する .….. 欠廟m匂

開催する.…一 開催ha恒など

II.日本語スノL形 車勝手詰物形

感染する…・ー 感染t仲

判明する…… 半iJ明坤恒など

皿.日本語サレノL形一一朝鰭苦t中旬形
開催する…ー 開催t争旬

発行する .…・・ 発行t中旬など

しかし、韓国語の「受動態」は it中旬jの他にも「守許内danghada)J等多様であり、 iII.日本

語スノL形 朝魚特苦坤恒形Jに属している「判明坤担Jの場合はほぼdaJだけでなく ihadaJにも

対応できる。勿論これらの研究は両言智コ「する」と「さ同世田da)/司t:t(d促 da)Jの全備句輪郭を把
握するためには有用な結果を提示しているが、研究対象が膨大なため学習者lこ対する具備句かっ実
用的な説明にまで、は至っていないように思われる。

一方、研究対象を限定し、学習に有効な結果の提示を試みている先行研究としては、使用頻度の

最も高い二字漢字語の中でも学習時の必須語嚢といえるこ宇漢字語だけを研究支橡としている金良

宣(2脱'，2007a，2∞7b，2007c， 2008)が挙げられる。金良宣(2∞6)では、二字漢字韻VN)を国際交流基
金(2002)の『日持吾能力説験出題基準(改訂版)~から 1，242 語抽出し2、韓国語との対応により次のよ
うに大分類し各グノレーフoの鞘教を提示している。

。金良宣、「他動調的 fVNする」の意味分布J
『言語科学論集』、第15号 (2009)、pp.103-118.
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① fVNするJ~ 

② fVNするJキ

③ fVNするJ~ 

④ fVNするJ:/; 

fVN-hadaJ fVN-doedaJ (Aグノレープ)

'VN-hadaJ (Bグループ)

fVN-doedaJ (Cグループ)

fVN-hadaJ fVN-doedaJ (Dグ、ループρ)

金良宣(2i∞'7a)では、辞書にはfhadaJにだけ対応していると説明されているが、実生活で、はほぼdaJ

にも対応している場合(B-2グループ7を中心に分析している。また、金良宣(2∞7b)では fhadaJに
だけ対応する場合(B-1グループ7を、金良宣(21∞8)では fhadaJ fdc凶 Jの両方に対応する場合(A
グループ7を重点的に検討している。さらに金良宣(2∞7c)では4つの各グループ。の鞘蜘こついての比
較及び、日;将吾学習者の誤用を防ぐための案を提示している。

結局、金良宣は、二宇漢字顎VN)につく韓国語「ヰヰJが日本語「するJと1:1では対応しなし 1

ため起りやすし、日本語学習者の誤用を解消することを目的とした研究で、あったと言える。そのため

「するjと fhada/d使命」の対応関係だけに焦点を合わせたのが、二割莫字預VN)自体の個別的意

味を看過しているのではないか、としづ問題点が指摘できょう。例えば、次の(1)~(4)のように類似
している意味を表台吾の所属がお互いに異なるとし、う矛盾についての具体的な説明が行われていな

いのである。

(1)対処する(B-1) VS. 応対する(B-2) VS. 相対するF 対応する(A)

(2)感心する，痛感する(B-1) VS. 感激するF 感動する，共感する(B-2)
(3)成長する(B-1) VS. 育成する，成育する，生育する，発育する(A)
(4)就業する(B-2) VS.就職する(A)

そこで、本稿では、以上の問題点を解消するための基盤を構築するために次の 2つの研究目的を

達成したい。第一に、 4つのグルーフ。の意味成分を明確にする基礎段階として、まず、 fhadaJにだ

け対応する場合(B-1 グループ7の二字漢字頭骨骨を類似カテゴリ~5JIHこ小グノレーフYヒし、 B-1 グノレー

プの全体的な意鵬怖を把握する。これにより、B-1グノレーフ。が創始切こどのような意味を持ってし 1
るのか、どのような場面で主に使われるのかを学習者が簡単に思い浮かべられようなヒントを提示

したいのである。B-1グループロの全体的なイメージ形成に役立てたしLこれは、今後他のグループ(B-2、
A)との比較研究の根拠として活用できる。また、今井・針生ρ006:23&-23吟では、子供の心自句詑葉体

系("メンタルレキシコン")を外国語学習に活用することを次のように提案しているが、これは今後日

本語及び草草主語の学習にも活用できると思われる。

a.外国語の戦前コ意味をばらばらに学習するのではなく、同じ意味領域こ属する単語を一度に学

習するとし 1う方民

b.その言前コその意味領域における分類基準は母語とどう違うのかをトッフ。ダウンに教えてしま

う。(無自覚に、自分がなじんだ母語の概含、で外国語を瑚卒するのではなく、違った基準で概念

を切り分ける言語とつきあいながら、自分をとらえている母語の概念枠組みに敏感になることも

実は外国語学習においては重要なことなのではなし泊、)

第二に、日韓両国語叫也動性 VNの意粥怖の比較を試みたし¥IJ州 1997)で提示している日本
語の他動性を表す「二字漢字動名詞」の意味分布と比較できる資料を提示することにより、日韓対

照言語学の基礎資料として活用できればと思う。
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1ユ研究対象及び方法

『日本語能力試験出題基準(改訂版)~から抽出した「するJ のつく二字漢字韻VN)1，242 語の中か

ら、車掴語 Ihadajとだけ対応の結果、 259語を収集する。但し、国立国部完の韓国語標準対字典

には掲載されているが、用例が見つからない4言責「参上hadaj 1選考hadaj 1用意hadaj 1平方

hadaj )と、日韓両国語で意味の違う 2言責「工夫hadaj 1用心hadaj)を除いた252語 3だけを本

稿の研究対象とする。以下この252語をB-1グノレーブ。と柏でする。

表1:B-1グループ。のリスト ρ.52語の一部)

握手 意味 隠居 引退 運動 営業 演技 往診 応接 介護

iコミb、i口b、 外出 概論 コhミhさロ，PKく 概論 会話 歓迎 看護 観光 感謝

感心 乾杯 看病 帰郷 棄権 起床 帰宅 起伏 希望 休学

休憩 求婚 給食 休息 休養 寄与 禁煙 勤務 勤労 Zー」-E木Il目ニ」、

苦心 工夫 経験 警告 警備 下車 下宿 化粧 決意 結婚

決算 決心 欠席 決断 原因 見学 兼業 研修 倹約 講演

航海 抗議 貢献 交際 行進 抗争 後退 告白 再会 在学

裁縫 作文 雑談 参上 散歩 自衛 口会 曙好 自殺 支持

自首 自習 辞退 実感 失敗 失望 質問 失恋 自転

志望 自慢 写生 昔金 私有 集金 修学 就業 襲撃 従事

そして、次の5段階の研究方法を樹尺する。

① B-1グループ。がどのような意味成分を成しているのかを把握するため、まず252語の二

字漢字語(VN)を国立国語研究所(1964)の『分類語嚢表』により分類してみる。

②小林(1997)の日本語における他動性の二字漢字語の分布と比較する。

③但し、 『分類語嚢表』の分類基準で重複する場合は、本稿の研究対象である、 VN自体が

行為と密接な関連のある名詞であるため 11.3人間活動-精神および行為Jを優先し、

『分類詑葉支』の分類基準を最大限に維持しながら類似している意味同士を統合する方

法をとる。

④また、 『分類語葉表』の分類が細分化されすぎている場合は、使われている場面を考慮、

する連想により分類を試みる。 4

⑤B-1グループ。の意味分布を学習者に分かりやすく提示することを目指す。

2. B-lグ、ループのVNの意味分布

2.1. W分類語葉表』による分類
『分類語葉表』によれば、まず、科高の VNは、 11.体の類Jである名詞類に属する。この 11.

体の類lは5つのグループ、即ち、 11.1抽象的関係j 11.2人間活動の主体j 11.3人間活動-精

神およひ守子為j 11.4生産物および用具j 115白側勿および自然現象」に分けられている。そこで

材高では、この5つにより、 252g齢 VNを分類する。ただし、 『分類詑藁表』には見当たらなか
った「走行j 1宣教Jは外し、 250語をその文橡とする。
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2.1.1. i1.1括像的関係Jに属するB-1(41葡

材高でも『分類諌表』と同じ分類番号を使って分類した。 5 その結果、 i1.1抽象的関系」に属

するB-1は延べ43語であるが、 i1.3人間活動ー精神およひ守子為」と重複する場合(i運動J i通勤J

の2語)を「→Jで移動させると、 41語である。

但し、 「抽象的関係J~v\ う総称の意味が不明確であり、以下の(2)因果、 (3)異動、(4-0)存在、(4-1)

滞在、(月)回転・動揺など、 (12)位置・地長・場合、 (14)玉・凸凹・うず・しわなど、 (15)和・差・

比・率など、の項目以外がなぜ「抽象的関係Jを表すのか疑問である。そこで、動作性の5齢、 VN
の新教上、 i1.3人間活動一精神およて月子為Jに含めた方が妥当で、はなし、かと思われる場合(14~笥
は「一歩」によって示した。

(1)"1.104本側1前".代理

ρ)“1.112因果"(1鵡:原因

。)"1.1120異動"(H苛:相違
(ω) "1.12必布主"(3葡:柄乞自立中立

(4-1)" 1.124之滞在'(1語):滞在

(5) "1.11251除去"(1言苛:棄権

(6) "1.1505開始・終了"(1語):終了

(7心)"1.1510動き"(0詞:運動→スポーツへ

(月)"1.1511回転・動揺など'(2前:自転振動

(7-2) "1.1513固定・起立・転倒など'(1語):着席

(8-0) "1.1521移動・発者'(3詞:転校→学事へ

転居→住へ

先着

(8-1) "1.1522通行'(2語):通千工直通

(8-2) "1.1525導き・追い・逃げなど'(1語):逆随一歩競争・戦争ヘ

(回)“1.1526進退'β語):進先進出

後退→競争・戦争へ

(8-4) "1.1527上り下り"(3語):登校→学事・兵事へ

上下，上京

(8-5) "1.1528往復."ρ語):帰京，帰宅

通勤→勤務・労働へ

(9-0) "1.1530出入り"(6語):入場

外出→住へ

入院週涜→医療へ

脱出F侵入→競争・戦争へ

(9-1) "1.1533包み・被いなど'(1語):潜水→スポーツへ

(10) "1.1541乗り降り・浮き沈み."(2語):乗車下車

(11)“1.15位圧迫・抵抗'(2語):抵抗反抗→競争・戦争へ

(12)“1.1ω 位置・地点・場合'(1謁:位置

(13) "1.166新旧・遅速."(1語):遅刻→学事・兵事へ

(14) "1.183玉・凸凹・うず・しわなど'(1語):起伏

(15) "1.1970和・差・比・率など'(1語):比例
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2.1ユ 凡.2人間活動の主体Jに属するB-1(3語
『分類語葉表』により分類した結果、 「人間活動の主体」に属する B-1は3語である。しかし、

「人間活動の主体」と次の2.1.31人間活動ー精神およひ桁為」との区分が不明瞭であり、二明実字

語(VN)の動作性を考慮すると、 2.1.3に含めるのがより妥当であると思われ、 「→」により移動を示

した。

(1) "1.210.家族"(1詞:隠居→住(韓国首ぽ仕覇日本商へ

(2) "1.266宅・宿・教室など，(1語):下宿→住へ

(3) "1.280同盟・団イ判1語)":同盟→競争・戦争八

2.1.3. 比3人間活動ー精神およて桁為」に属するB-1(201語)

11.3人間活動一精神およひ桁為」には、延べ201語のVNが属している。とくに「学事・兵事J

「仕事J 1医療J 1競争・戦争」などに多数が属してしも。ただ、 (3η 「請求」の項目になぜ「勅昏」

が、(47)1土木」になぜ「発電」が属しているのか特哉的に理解しがたい。これらの場合は I?Jに
より示す。

(1心)“1.犯01感覚，(4諦:同感y 実感痛感，関心

(1-1)“1.3002疲労・醐民など，(4前:疲労，休息、.， H郵民冬眠

(2) "1.3011苦悩・悲哀・恐れ・怒りなど，(3前:憤慨悲観楽観

(3-0) "1.30.20.対人感情(好悪などγ(5語):暢王同情，恋愛，失恋J 恐縮

(3-1) "1.30.21対人感情(敬意・信頼など)"(3前:尊敬感動信用

(4) "l.3ffio.表情(顔つき・泣き笑いなど)"(1語):微笑

(5-0) "1.3040自我・信念・努力・忍耐など，(3語):苦心努力F奮闘

(5-1) "1.3042欲望・期待など，(4前:希草待望失望絶望

(5之)"1.3叩原理・覚悟・祝賀など，(3語):志呈念鳳祝賀

(5-3)“1.3044態度・反省など'(H苛:反省

(5-4) "1.却C 信仰・宗教，(1前:信仰

(ι1) "1.30.日練習・まね・学習"(5語):修行

自習，予習，修学→学事・兵事へ

研修→仕事へ

(か2)"1.30.51習慣・記憶・記念，(1語):経験

(7-0) "1.3侃4計算・しんしゃく・測定寸軒町，(1語):決算

(九)"1.30.白研究・実験・調査・検査など，(2語):探検

専攻→学事・兵事へ

(7-3) "1.30.66想像・推測・判断・決心など吋4語):空包決断，決ム決意

(7-4) "1.3067解決・決定・きまり"(1言苛:審判→裁判へ

裁判→裁判へ

(剖)"1.30.苅意味・問題・趣旨・大綱など，(1語):意味

(ι2) "1.30.72論理・うそ・誤り・訂正など，(1語):無理

(9-0) "1.3090~1 見聞・見・観・覧など'(2~司:拝見

見学一歩学事・兵事へ
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(9-1)"1.却94聞き"(1語):聴講→学事・兵事へ

(10) "1.3114符合，(1語):信号

(11心)"1.3120発言・沈黙，(1語):断言

(11-1) "1.3122通信，(1語):電話

(12-0) "1.3131談言吉， (5~~): 講演，会誌対談対誌雑談

(12-1) "1.3132問答"(3語う:問答，質問F正解

(12-2) "1.3133会談・論叢，(0劫:会談→交渉へ

(124) "1.3135言釘，(1荷:代弁

(12与)"1.3136説明"(2萌:概説概論

(13-0) "1.3240宣言・発表"(2語):声明，披露

(13-1) "1.3141報告・申告"伝吾):自首，告白

(13同2)"1.3142うわさ"(1語):詔哨

(14-0) "1.3150読み書き・読み"(1謁:読書

(14-1)ぺ1.3153記名など"(1語):署名

(15) "1.320創作・著述"(1語):作文

(16心)"1.3310人生・祝福"(1語):避難→競争・戦争へ

(16-1) "13311.処世，(1前:出世→仕事へ

(16-2) "1.3312出処進退，(4語):就包入也引退就職→仕事へ

(17) "1.332勤務・労働，(完苦):野ゑ出張従事，出勤F付帯，通勤

(18心)“1.3331住11(6語):逃亡→競争・戦争ヘ

同居，別居F宿泊，起床，徹夜

(18-1) "1.3332 食'ρ語): 車都

給食→学事・兵事へ

(18-2) "1.3333 15<:'ρ語):盛装覆面
(18-3) "1.3氾4保健・衛生"(4語):付議，化粧入浴，洗面

(19) "1.お4学事・兵事!'(完吾):進学F卒業，休学，通学，在学，留学，受験

(20) "1.335慶弔"(2前:結婚再蝕香

仰心)“1.3371旅・行楽t'(4前:旅伝観光散歩，登山

(21-1) "1.3372芸"(1語):吹奏

(21-2)“1.3374スポーツ"(3言苛:運動1，~材呆水泳

(22-1) "1.3390身振り"(1前:握手

(22之)"1.3393手の動作，(1語):拍手

ρ3) "1.343行為"(1語):官険→旅・行楽へ

(24) "1.347成功・失敗11(1語):成功→仕事へ

ρ5) "1.3501争い"(2語):系分争，抗争一→参競争.戦争(

ρ偽6ω心-0)" 
ρ6-“ト凶1り)"1.3お51日1出欠欠H吋"(1可(ο1語詞):欠席一→参学事.兵事、

ρ7-0) "1.3520対面・訪れ・招き"(5語):面会F 面協対面F再会，訪問

(27-1) "1.3521応接・送迎，(3語):応哉都島送別

(28-0) "1.3.日1交渉，(3語):相談会談抗議

ρ8-1) "1.3532賛成・許容11(1語):百者E
(29-0) "1.3日O協力・参加"(1語):提携
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(29-1) "1.3541奉仕，(2甫:寄与，貢献

(30)つあ51競争・戦宇'ρ語):戦争，戦闘
σ1) "1.356攻防，(4語):襲撃，防儀自衛挑戦→競争・戦争、へ

β2) "1.357勝敗，(3葡:勝利優勝，敗北→競争・戦争へ

(33) "1.35ω 支配・政治・革命，(2葡:司会→仕事へ

独裁反乱→競争・戦争へ

(泊。)"1.31610因坊，(1語):警備→仕事へ

(34-1) "1.31611裁判"(1語):裁判

(35-0) "1.31ωo教育"(2語):助言，授業→学事・兵事へ

(35-1) "1.31641訓前，(3語):忠告，注意，警告

(36)つあ5救護・世話，(3語):応援

看護，看病→医療へ

(3η"1.縦請求，(1語):勅普?

(38) "1.367命令・制約吋2語):指令

禁煙→保健・衛生へ

(39-0) "1.3680待遇('(1萌:待遇

(39-1) "1.3侃3脅迫・遇弄・中イ穿'(H吾):中傷

(40) "1.3701所有'(2語):私有，貯金

(41) "1.3670取引"(1語):貿易→仕事へ

(42) "1.3771受領・送付'(1葡:封頁

(43) "1.378貸ぽ，(2前:借企弁償

(必)"1.379貧富，(1語):倹約

(45) "1.沼∞仕事"(1語):兼業

(46) "1.3811飼養・採取，(1語):牧畜→仕事へ

(4η"1.3822土木"(1語):発電?

(制)"1.3831医療'"(5d¥3-):診療F往診，診察，手術，注射

(48-1) "1.3脱出張・興行'ρ語):出民主演→仕事へ
(49心)"1.38却~1 家事・裁積雪，(1萌:裁縫→仕事へ

(49-1)“1.3842淘翠など，(1前:水洗→保健・衛生へ

(49之)"1.3843炊顎1前".炊事→仕事へ

(50心)"1.3850設備・作業・手当て・処理，(3語):冷蔵保守，対処

(50-1) "1.3852使用"(1~苛:専用

2.1.4. r1.5自然物および自然現象lに属するB-1(5葡

B-1は5語が 11.5自需物および自然現象Jに属している。但し、 「自然および自府見象」とし、う

京矧也、 「自殺'J 1負傷Jが関連しているのか疑問である。 1負傷」はむしろ2.1.3の「競争・戦争」

の方がより妥当のように思われるため、それぞれ I?J 1→」で示した。

(1) "l.5m官，(1語):反響
ρ) "1.581生死・生"(2萌:野生成長

。)"1.582 re' (1語):自殺?
(4) "1.584健康，(1語):負傷→競争・戦争へ
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2.1.5.要約

B-1を『分類語葉表』に基づいて分類した以上の結果と、小林(1997:113)の「他動調用法しかもた

ない二字漢字軍]名詞」を『分類語葉表』に基づいて分類した結果とを比較すると、次のぐ表2>のよ

うになる。勿論、金良宣(21∞7b)でも言及したように IhadaJにだけ対応するVNが1∞%他動詞の

用法しか持っていないとは言えなし 1。また、調査対象の数的な相違もあるが、 IhadaJは主に他動

詞であり、ランダム式の統計の持つ意味も考慮すると、母受2>の結果はある程度有意味で、あると言

えよう。

表2: ~分類諌表』による日韓の他動詞的VN の分布雌若手

日本語(小林) 韓国語

1.1抽象的関係 15.8% (327語) 16% (41語)

1.2人間活動の主体 0.4% (9語)1% (3語)

1.体の類 1.3人間活動-精神および行為 81.9%(1693語)81%(201語)

1.4生産物および用具 0.1% (3語)0% 

1.5自然物および自然現象 1.5% (30語)2% (5語)

3.相の類(形容詞の仲間) 0.2% (4語)0% 

2066語 250語

告2>からわかるように、日;将苦に表れる 11.4生産物および用具」と 13.相の類jのVNは韓国

語には荷主しな川 13.相の類Jの場合は、金良宣(2006)で指摘した韓国語には存在しない IDグノレ

ープjがその原因と言えよう。一方 11.4生産物およひ〈用具」の場合は現段階ではその理由が分から

ない。~分類語嚢表』の分類基準及ひモ名称の不明な点が一因ではなし 1かと思われる。
そこで、利高では、可能な限り『分類語葉表』の分類意図を損なわない水準での修正を試みた。

その結果は次のd受 3>で、ある。~分類語葉表』の具体的な修正部分は次の 4 つにまとめることがで

きる。

① 11.1抽象的関係Jに属するB-1は41語であり、約16%に該当する。その中で意味上 11.3人

間活動一精神およひ桁為Jに入るべき 14韻「車卦交J 1転居J 1逆徒J 1後退J 1登校J 1外

出J 1刈完:J 1週完J 1脱出J 1侵入J 1潜水J 1樹先:J 1反抗J 1遅刻J)を 11.3人間活動

-精神およひ守子為J，こ入れる。その結果、 I:j:由象的関系」を表すB-1は27語になる。

② 11.2人間活動の主体Jを表すB-1は3語であり、約1%に当たる。意味上 11.3人間活動-精

神およひ守子為」に入るべき羽吋を 11.3人間活動-精神およひ桁為」に入れると、 11.2人間

活動の主体j を表すB-1はなし、とし 1うことになる。

③ 115自然物および自然見象Jを表すB-1は5語であり、約2%に当たる。しかし、 「自然物お
よび、自然現象」としづカテゴリーの名称と「自殺J 1負傷jが不自然であるため、一応「負傷」

を 11.3人間活動ー精神およひ桁為Jの方に移動させると、 115自製物および自僻見象」は4

語になる。なお、 2.3では「自殺J及び『分類語棄表』に掲載されていなしパ走行J 1宣教l

をも含めた分類を試みる。

④材周査のB-1と最も密接な項目は 11.3人間活動-精神およひ府為Jと言える。延べ201~齢

最大項目である。 q沼渇で言及した{也の項目からのB-1を合わせると、延べ219語になる。他
項目からの編入の場合はイタリック体にしてある。とくに多数のVNが入っている「学事・兵

事J r仕事J 1医療J r競争・戦争」等はB-1の全体的な意味を拒握するために役立つ項目で
あろう。
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表3: ~分類語嚢表』によるB-1の分類

本体 代理 1 

因果 原因 1 

異動 相違 1 

存在/ 存在，自立，中立/ 3/ 
滞在 滞在 1 

除去 棄権 1 

開始・終了 終了 1 

回転・動揺/ 自転，振動/ 2/ 
固定・起立・転倒など 着席 1 

抽象的関係
移動・発着 先着

(27) 1 

通行 通行，直通 2 

進退 進行，進出 2 

上り下り 上下，上京 2 

往復 帰京，帰宅 2 

出入り 入場 1 

乗り降り・浮き沈み 乗車，下車 2 

位置・地点・場合 位置 1 

玉・凸凹・うず・しわなど 起伏 1 

和・差・比・率など 比例 1 

感覚/ 同感，実感，痛感，関心/ 4/ 
疲労・睡眠など 疲労，休息、F 睡眠，冬眠/ 4 

苦悩・悲哀・恐れ・怒りなど 憤慨，悲観F 楽観 3 

対人感情(好悪など)/ 曙好F 同情，恋愛，失恋F 恐縮/ 5/ 
対人感情(敬意・信頼など) 尊敬，感謝，信用 3 

表情(顔つき・泣き笑いなど) 微笑 1 

人間活動精
自我・信念・努力・忍耐など/ 苦心，努力，奮闘/ 3/ 

欲望・期待など/ 希望，待望，失望F 絶望/ 4/ 
神および行為

願望・覚悟・祝賀など/ 志望，念願，祝賀/ 3/ 
(219) 

態度・反省など/ 反省/ 1/ 
信仰・宗教 信仰 1 

練習・まね・学習/ 修行，研修/ 2/ 
習慣・記憶・記念 経験 1 

計算・しんしゃく・測定・評価/決算/ 1/ 

研究・実験・調査・検査など/ 探検，専攻/ 2/ 
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想像・推測・判断・決心など 空想、，決断，決心，決意/ 4/ 

意味・問題・趣旨・大綱など/ 意味/ 1/ 
論理・うそ・誤り・訂正など 無理

見聞・見・観・覧など/ 拝見/

聞き 聴講

符合 信号 1 

発言・沈黙/ 断言/ 1/ 
通信 電話 1 

談話/ 講演，会話，対談，対話，雑談/ 5/ 
問答/ 問答，質問，正解/ 3/ 
言論/ 代弁/ 1/ 

説明 概説，概論 2 

宣言・発表/ 声明F 披露/ 2/ 

報告・申告/ 自首，告白/ 2/ 

うわさ 評判 1 

読み書き・読み/ 読書/ 1/ 
記名など 署名 1 

創作・著述 作文 1 

処世/ 出世/ 1/ 
出処進退 就任，入社F 引退F 就職 4 

勤務・労働
勤務F 勤労，出張，従事，出勤，休憩、'17
通勤

住/ 居，別居r 宿泊F 起床F 徹夜が出F7/ 

下宿

食/ 乾杯/ 1/ 

衣/ 盛装，覆面/ 2/ 

保健・衛生 休養，化粧r入浴，洗面F 禁法 7.k1!e 6 

進学，卒業F 休学F 通学F 在学，留学，

学事・兵事
受験，遅刻，登校， 岳習， 予習， 修学i

19 
専攻，見学，穂、講，給食，欠席，助言，

授業

慶弔 結婚，離婚 2 

旅・行楽/ 旅行，観光，散歩F 登山， 5背骨/ 5/ 
芸/ 吹奏/ 1/ 
スポーツ 運動F 体操，水泳，巌ポ 4 

身振り/ 握手/ 1/ 

手の動作 拍手 1 

集会 集会 1 

」一一一
恒国.sきれ・招きし 面会F 面接，対面，再会F 訪問/ ~ 
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応接・送迎 応接，歓迎，送別 3 

交渉 相談，会談F 抗議/ 3/ 

賛成・許容 辞退 1 

協力・参加/ 提携/ 1/ 

奉仕 寄与，貢献 2 

望丸年， 戦車員， 逃走， 後退， 脱出， 侵入

競争・戦争
抵抗，反抗，同盟，避難，逃亡，紛争

抗争，襲撃，訪衛， 白偉7，挑戦，勝手iJ，
23 

優勝，敗北，独裁，反乱，負傷

裁判 裁判，審ヂザ 2 

割|論 忠告F 注意，警告 3 

救護・世話 応援 1 

請求 求婚 1 

命令・制約 指令 1 

待遇/ 待遇/ 1/ 

脅迫・遇・中傷 中傷 1 

所有 私有，貯金 2 

受領・送付 受領 1 

貸借 借金，弁償 2 

貧富 倹約 1 

兼業，露、居，研修，出世，就任，入社，

仕事 引退，就職，成功， 司会， 警備，貿易a17 

牧畜，出演，主演，裁縫，炊事

土木 発電 1 

医療
診療，往診，診察，手術，注射， λot，19
退続，看護，看病

設備・作業・手当て・処理 冷蔵，保守，対処 3 

使用 専用 1 

3日2三 反響 1 

自然物および
生死・生 野生，成長 2 

自然現象(4)
死 自殺 1 

2.2.場面中心の連想による分類

2.1で『分類語葉表』の分類基準により B-1を分類した結果、日本語と韓国語の他動性の羽ぜの

意味分布を比較することはできた。しかし、 『分類語藁表』の分類は細分化しているし、またカテ

ゴリーの名称や分類基準に不明瞭な点があるため、利高の研究対象である B-1グルーフ。の全体的な

意味を把握するには幾らかの工夫が必要である。
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そこで、本都では『分類語葉表』の分類基準に基づいたうえで、各VNの使用場面を中心とした

連想による意味分類を試みたいと思う。結論から言うと、 B-1は12個のカテゴリーにより分類でき

る。つまり、 B-1を「医療・病院J I心理J I勉強・学校J I仕事・会社J I結婚・住居J I話・社

交J I対立・戦争J I判断・裁判J I趣味J I移動・変イ七J Iその他Jに分類するのである。その

具体的な手順は次のようである。

①医療・病院: ~分類語葉表』の「人間活動一精神及ひ府為」の「医療J を基準に、医療現場で

連想できるVNを集めた。

②心理; ~分類語葉表』の「人間活動-精神及的議」の「苦悩・悲哀・却し・怒りなどJ I自
我・信念・努力・忍耐などJ r欲望・期待など'J r，願望・覚悟・祝賀など'J I態度・反省など」
「信仰・宗教J I想像・推測・判断・決心など」のように、主に人間の内面に生じるという意

味を持っているVNを「心理」とし、う項目で統合した。

G激強・学校: ~分類語嚢表』の「人間活動-精神及。計為J の「学事・兵事」を基準にした。
但し、 「学事・兵事」より広い範囲のカバーできる「勉強・学校」とし、うカテゴリー名に直し、

関連しているVNを集めた。

④仕事・会社『分類語葉表』の「人間活動-精神及。桁為」の「勤務・労働」と「仕事」をあわ

せ、 「仕事・会社j とし 1うカテゴリー名にした。

⑬吉婚・住居: ~分類語葉表』の「人間活動一精神及。守子為」の「住J I慶弔J及び関連してし、

るVNを集めた。

⑥判断・裁判: ~分類語葉表』の「人間活動一精神及。桁為」の「裁判J l'貸借J I脅迫・遇・

中傷」などと関連しているVNを集めた。

⑦競争・戦全『分類語葉表』の「人間活動-精神及。守子為」の「争いJ I攻防J I勝敗J I支配・

政治・革命Jなどと関連しているVNを集めた。

③話・社交: ~分類語嚢表』の「人間活動一精神及。守子為j の「談話J I身振りJ I手の動作J
「対面・訪れ・招きJ r応接・送迎Jなど、他人との関係を爵見する場合をまとめた。
⑨保健・衛生: ~分類語葉表』の「人間活動一精神及。桁為」の「疲労・醐民などJ を「保健・

衛生Jとし、う上倒既念を用いたカテゴリー名にし、連想できるVNを集めた。

@趣味 『分類語棄表』の「人間活動一精神及ひ守子為」の「旅・行楽J I芸J Iスポーツ」など

を統合した。

@移動・変化:主に 『分類詑葉表』の「抽象的関係」及び、可視的に移動が認知されやすし、羽吋

を集めた。

⑫その他-主に『分類語葉表』の「人間活動一精神及。軒為」の「設備・作業・手当て・処理J
「自紫物および、自然現象jなどを統合した。

⑬『分類語棄表』には見当たらなかった「走行J I宣教J(便宜上下線)はそれぞれ「移動・変化J

「その他Jに入れた。(I信仰」は「心理」に入れたが、 「宣教」は次元が違うはずだから。)

⑬「隠居J(便宜上イタリック偽は、科高では日持吾の場合を想定し、 「仕事・会社Jに入れたが、

韓国語の場合は「隠遁」の意味が強し、ため、むしろ「結婚・住居」の方が自然であろう。

以上をまとめると、次の<表4>のようになる。

表4:使用場面の連想によるB-1分類

医療・病院 |餓穣，看病手術F診察診療I)蹴間入院面会

心理

感詰t感心希望恐縮，空想苦心決意F 決ム決断，実感失呈
志呈自立J 信仰，絶呈自慢尊敬待望痛感同感同民念E具
反省，悲観憤慨楽観
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概説概論，休学，給免欠席，見学，講演在学，作文，自習，修学，

勉強・学校 授業，受験進学~ J]羽毛専戎専修，卒業，遅刻聴莞通学F 転校 27 

登校努力，読書，予習，留学

/!wf!l;引退寄与.，材需y 勤務，勤労，警備F 決算，兼業，研修，貢献

仕事・会社
裁縫節島失買え従事，就伍主演出演F 出勤F 出世F 出張指令F

37 
信用，炊事，成功，送別待遇， 退職通勤，提携F 徹夜，入社疲労，

貿易F面藤牧畜，領収

結婚・住居
求娩下宿，結挽告白，同居F 失恋祝駕転居F 披露，別居，南蝕昆

12 
恋愛

握手，応援応協会合，会談会話歓迎材不化粧再会，嬬え

話・社交 司会，集会，助言，声明，盛主主相談対談対面，対託忠告，電誌 26 

拝見拍手，訪問微笑

棄権警告，抗議抗争，衡邑自衛，支持F 襲撃F 出場，勝利侵入

競争・戦争 戦争，戦闘F 対処F 脱出中立羽織樹九逃走逃亡，同EZ狙1裁 31 
敗北反抗反乱避難負傷紛争，奮闘防儀優勝

判断・裁判
皇盆E 自首F 質問，借企代弁，断言，中傷，審半iJ，裁判注意，評判，

15 
覆面，弁護，弁イ覧問答

保健・衛生 付議F禁主主醐民水洗洗面，冬眠入浴F養護 8 

趣味・余暇
運動，外出，観九休息，経験倹約，散歩F 水泳，曙女王修行宿泊F

22 
署名F吹奏，酌1<，滞在側呆代現探検F貯企登山，官|成樹子

移動・変化
帰京，起床，帰毛下車進行信号，死亡，終了，上京，上下，乗車，

20 
進出，成長，先着，左包着席，通行，入場，反響，比例

その他
位邑意味起仇原因，自転私有，振動，皇室主専用，相違柄主F

18 
抽象，直通発電保守F 無理野生冷蔵

無論、二割莫宇右前VN)自体が動作性を表わすため、例えば、 「医療Jの「往診J 1週]完J 1入院」、

「勉強・朝交」の「進学J 1通学J 1転校J 1留学J、 「仕事・会社」の「引退J 1蹴塁J 1出勤j

「出張J 1湖哉J 1通勤J 1入社J 1貿易」、 「競争・戦争Jの「後illJ l出場J 1侵入J 1脱出」

「逃走J 1逃亡J 1避難J(便宜上太字体)等が「移動・変化」と重なる。しかし、利高では、まず

B-1グループがどのような意粥怖を成しているのか、全体的にどのような意味として主に使われて

いるのか、とし、う B-1グノレーフ。の全体像を学習者がイメージしやすくすることを第一の目的として

いるため、連想による小カテゴリ一意味分類を試みたのである。今後、より多角的な側面(個人の言

語背景の鞘敷や共同体の文化的相違など)を考慮した分類基準が再検討できればと思う。

3.おわりに

科高では、韓国語「さ同小ada)Jにだけ対応する日本語の動作性名詞(VN)である二字漢字苦苦がど

のような意味分布を成しているのかについて考察するために、 『日本語能力試験出題基鞘改訂版)j]

から抽出した「許叫すlada)Jにだけ対応する 252語のVNの意味分布を把握した。そのために2つ
の研究方法-w分類語棄表』による分類と、 『分類語葉表』に基づいた使用場面中心の連想、法を加
えた分類ーをとった。まず、 『分類語葉表』による分類の結果、 11由象的関係」が16%、 「人間活
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動の主体」が1%、 「人間活動一精神及。府為」が81%、 「自製物および自然現象」が2%をそれぞ

れ占める、ということが分かった。これは2つの側面で意味がある。第一に、圧倒的に「人間活動
-精神及的商」を表す語が多数を占めていることから、科高の研究対象の二字漢字語が動作性名

詞であることが再確忍できるのである。第二に、同じ漢字文化圏の中国語とは違って、韓国語と日

本語は他動詞VNの分布が非常に類似していることが分かり、韓日間の漢字苦鞭用の類似性が確認

できるのである。

しかし、 『分類語嚢表』による分類は大変細分化しているため、韓国語「許叫すlada)Jにだけ対

応する252語のVNの全体的な意味を拒握するのは難しい。そこで利高では、 『分類語葉表』によ

る分類の結果、語数の多い項目を基準に、使用場面を中心とした連想法により大きく 12グ〉レーフL

医療・病院、心理、勉強・学校、仕事・会社、結婚・住居、話・社交、対立・戦争、判断・裁判、

趣味、移動・変化、その他ーに分類した。その結果、韓国語「さいゆada)Jにだけ対応する 252語

のVNは、 「仕事・会社」に一番多く分布し、次に「競争・戦争J> I勉強・学校J> I心理J I話・

社交J> 1:趣味J> r移動・変化J> I判断・裁判J> I結婚・住居J> I医療・病院J> I保健・衛生J
の}I頃に分布していることが分かった。これは、 「許叫すlada)Jと「ヰ引d促 da)Jの両方に対応でき

る刊との比較の際の基礎資料となり、また、日本語及ひ韓国語学習者の学習にも役立つであろう。

但し、言語とは個人の言語背景及ひ洪同体の文化的相違等による多様な要素が結合している変化し

つつある生命体で、あるため、今後多角的な側面からの考察により分類基準が再検討できればと思う。

注

1.本稿では現在の韓国語のローマ字表記法に従い、生越(1982)の韓国語 Ih批判 I t<}>taJ 

を引用する以外は IhadaJ I doedaJ と表記する。

2. W日本語能力誌験出題基準(改訂版)~に掲載されている二字漢字語のうち「する」のつ

く場合を IVNJ と規定し、日本語母語話者が抽出した。

3.金良宣(2007b)では、 「返却」が辞書と用例の両方で IhadaJにだけ対応したため延べ

253語であったが、本調査(http://www.daurn.net(検索日:2009.11.4)のウェブ検索)の結果

では、 「返却Jに IdoedaJのつく用例が発見できたため、本稿の研究対象から外し延

べ252語を研究対象としたのである。

4. W分類語葉表』の分類基準は「一つの項目に納めたのは同義類義の語の群で、あって、自
由連想による語群ではなしリ (p.6)と定義されている。

5. W分類詑葉表』の項目は「一般的総括的な内容を持つ項目は、部分的な内容を持つ項目

より先にあげである。たとえば、 (1.57)は身体に関する部分であるが、(1.570)は、 (1.571

~8)の身体各部位にかんする総記の部分をなすJ (p.6)という基準によって分類されてい

る。

6.張又華(京都大学大学院の台湾の留学生)のネイティブチェックによると、中国語は、日

本語と韓国語とは違って、本稿の252語のVNの中の半分程がVNとして使われているらし

い。なお、中国語の場合、 「転校Jより「転学jが使われているということで、あったが、

この点は興味深い。韓国語の場合も、 「転校」は辞書では「転学」と類似している表現

と説明されているが、用例は日本語や日本と関連のある内容に限られているからである。

このような日本語の影響を受けている逆輸入の二字漢字語についての研究も今後の課題

であろう。
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